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Abstract： Our research aims to clarify what kind of support the administration does to the fashion culture 

and industry. The collection, hearing, and the inspection, etc. of material were executed at current year. We  

have written 6 papers relevant to our research on the journals and proceedings of international conferences. 

As a result, Fashion policy need to not only industrial policy, but also regional development. 

 

Ⅰ 緒言 

 本研究は、ファッション（ハイカルチャー・ポップカルチャーを含む）に対する行政による政策的支援がど

のように実施されてきたのか、という問題を解明するための基礎準備研究として、主に産業政策・文化政

策の視点から戦後国内におけるファッションに対するこれまでの政策的支援に関する資料の発見・収集

及びヒアリングを実施し、検討を行い海外の事例と比較することで、それぞれの支援が果たしてきた役割

と効果を明らかにすることを目的とする。 

本年度は、前年度に実施された基礎作業としての資料の収集並びに主に資料化されていない情報の

資料化、視察・ヒアリング等による情報収集によって得られた成果を活かし、本年度得られた資料やインタ

ビューの成果をもとに、最終報告に先行して成果を公表した。また、引き続き情報収集並びに資料化を行

い、最終年度となる来年度の方向性に関する検討や本年度得られた学術情報の外部への公表について

検討を行った。さらに、学会における研究会を共催するなど、本研究で得られた成果の共有に努めた。 

 

Ⅱ 研究活動  
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 本年度は以下に上げる三つの方法で研究並びに成果の公開等を行った。第一に、昨年度に引き続き

本年度新しく刊行されたファッション政策関連資料等を中心とした、公刊資料収集による情報収集を実施

した。 

 第二に、関連する学会への参加、インタビュー等を通じて本研究に関連する情報の収集を行った。情

報収集のため参加した学会等については情報社会学会・繊維製品消費科学会(6 月)、世界コスプレサミ

ット（8 月）、East Asian Pop culture Association、國學院大学渋谷学研究会（9 月）、Sixth International 

Knowledge Management for Organizations Conference 2011(9 月)、Mercedes-Benz Fashion Week TOKYO 

2012-13 A/W ・日本シミュレーション＆ゲーミング学会、ファッションビジネス学会、社会・経済システム学

会(10 月) 「メディアアートと創造都市」国際シンポジウム（11 月）、ゲーム学会(12 月)、第 19 回開拓動漫

祭・台北國際書展・台北國際電玩展(2 月)、International Academy of Business and Economics(3 月)等で

ある。 

 第三に、インタビュー等による情報の収集と資料化を行った。これらは、何らかの形で資料化されてい

ない情報を中心に、新たな研究資料を作成する試みである。本年度は、斎藤和弘氏（編集者）・伊藤美

恵氏（エファップ・ジャポン学長）・冨吉賢一氏（経済産業省製造産業局繊維課長）・木村達央氏（ジャパ

ン・イマジネーション代表取締役会長）・山崎賢二氏（ジャパン・ファッションウィーク推進機構事務局長）・

大沼聡氏（文化服装学院学院長）・越智武臣（株式会社東急モールズデベロップメント代表取締役会

長）・森田謙蔵氏（道玄坂共同ビル株式会社専務取締役）・平野睦氏（株式会社ナードアンドギークス代

表取締役社長）にご協力を頂いた。これらのインタビュー等については文字データ化することにより共用

可能な資料とすべく現在作業を進めているところである。 

 

Ⅲ 成果の公表 

 下記の国際会議・国内学会・学術論文誌並びにシンポジウム等の開催において成果の一部を公表し

た。 

①国際会議・国内学会等での成果の公表 

 成果発表として、情報社会学会 (6 月)、East Asian Pop culture Association、（9 月）、Sixth International 

Knowledge Management for Organizations Conference 2011(9 月)、日本シミュレーション＆ゲーミング学

会・社会・経済システム学会(10 月) 、デジタルゲーム学会(2 月)、International Academy of Business and 

Economics(3 月)において、口頭発表並びに予稿集によって本研究で得られた成果の一部を公表した。 

 

②学術雑誌等による成果の公表 

 学術論文による成果の公表として、情報社会学会誌・社会・経済システム・International Journal of 

Business Research 及び Proceedings of Sixth International Knowledge Management in Organizations 

Conference , Proceedings of IABE-2012 Key West-Winter Conference に査読付き国際会議プロシーディ

ングスへ論文を掲載し、成果の一部を公表した。 
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②シンポジウム等の開催 

 また、11 月 12 日(土)にコンテンツ文化史学会 2011 年第 2 回例

会「コンテンツとファッション-装いの文化史をめぐって-」を本共

同研究と共催、服飾文化共同研究拠点／文化学園大学文化フ

ァッション研究機構の共催により開催した。同学会はアニメ・ゲー

ム等を主に扱うコンテンツに関する学会であるが、広義のコンテ

ンツのひとつとしてファッションを扱う内容となった。 

発表者は青木淳子氏（東京大学大学院学際情報学府博士後期

課程）が「近代皇族ファッションのイメージ―軍服とドレス」、中村

仁氏（東京大学大学院情報学環特任講師）が「ファッションと行

政」、渡辺明日香氏（共立女子短期大学生活科学科准教授）が

「＜ファッション＞のオルタナティブとしてのストリートファッション」

をそれぞれ担当した。なお同例会は文化学園ファッションリソー

スセンター視聴覚講義室で開催され、約 80 名の出席者を集め

た。 

 

 

Ⅴ 総括 

 本年度の研究成果から、ファッション政策においては産業政策としての川上から川下までの支援のみな

らず、商業集積地域の形成など地域に対する支援の重要性が明らかになった。特に、デザイン分野で行

われている創造都市に関する一連の事業は、ファッション分野についても適用可能性があることが示され

た。2012 年度以降は本年度の成果を踏まえ、国内政策に関するさらなる研究を推進すると共に、海外に

おけるファッション政策についても研究を行う。 

また、これらの過程で得られた研究成果を随時国際会議及び学会、学術雑誌等で公開することで、共

同研究成果の社会への還元を狙う。 
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